
償
三
八
○
。
星
野
害
店
嚢
行
〔
中
村
〕

　　

ｨ
馨
東
金
廃
苑
、
補
遣
、
附
録
翻
離
灘

　
海
東
金
石
苑
は
諸
入
熟
知
の
通
り
三
歳
庭
の
編
著
に
係
る
朝
鮮

金
石
の
大
湖
な
る
も
、
其
の
稿
本
は
戒
豊
＋
年
の
躍
に
遭
ひ
て
焼

失
散
諭
せ
し
か
ば
、
同
治
年
間
に
飽
子
柄
が
其
の
蹟
尾
を
刊
行
し

光
緒
七
年
に
張
松
圷
が
前
四
巻
を
刊
膏
せ
し
嘱
こ
難
も
、
全
部
八
谷

の
後
四
巻
は
容
易
に
其
の
副
本
す
ら
獲
ら
れ
ざ
の
け
れ
ば
、
從
來

の
本
書
は
實
に
闘
巻
の
儘
な
り
き
。
然
る
に
数
年
前
壷
興
の
劉
承

幹
君
偶
々
書
店
に
於
て
劉
氏
の
初
稿
本
を
獲
た
り
、
二
二
よ
り
巻

八
に
至
り
，
首
巻
を
闘
き
し
も
其
の
喜
や
讐
ふ
べ
か
ら
す
、
二
っ
て

以
て
後
四
巻
を
補
刻
し
以
て
張
本
の
闘
を
補
は
む
一
こ
欲
せ
し
折
柄

又
、
北
京
に
て
歌
、
の
首
巻
の
離
在
せ
る
を
知
り
、
之
を
も
獲
た
り

上
虞
の
羅
振
玉
壷
の
注
意
に
基
き
春
曇
の
文
を
以
て
張
本
の
講
舛

を
正
さ
む
ミ
し
、
主
ε
し
て
葉
恥
軍
安
置
露
本
並
に
入
手
し
得
た

る
原
碑
拓
本
を
以
て
校
爲
に
努
め
校
訂
す
る
も
の
六
＋
三
下
、
附

録
に
入
る
も
の
黒
煙
、
葉
氏
毒
念
よ
り
得
た
る
も
の
八
景
を
執
り

聖
職
の
完
本
に
渦
ぐ
る
善
本
を
刊
行
す
る
を
得
明
り
、
藪
に
至
っ

て
本
書
の
内
容
實
に
一
戸
の
値
を
獲
す
、
、
中
華
民
國
十
輔
年
の
劉

　
　
　
第
九
谷
　
　
紹
　
　
　
介

氏
嘉
業
堂
の
刊
行
に
係
る
も
其
の
我
が
邦
に
舶
載
せ
ら
る
・
も
の

侮
ほ
甚
だ
稀
な
り
、
敢
て
藪
に
紹
介
し
て
世
の
朝
鮮
史
家
金
石
文

家
の
利
用
を
待
つ
。

　
　
麟
國
學
斎
燈
画
一
巷
第
一
期

　
北
京
の
濫
立
北
京
大
層
の
機
關
難
誌
、
國
學
季
刊
に
難
し
て
南

京
東
南
大
學
、
底
豆
高
等
師
範
學
絞
の
支
那
學
研
究
會
員
の
機
閣

難
癖
ミ
し
て
表
記
の
却
き
墨
極
雑
誌
、
昨
年
三
1
1
を
以
て
創
刊
せ

ら
る
。
支
那
學
を
整
理
し
て
文
化
を
矯
進
ず
る
を
宗
旨
－
こ
し
、
挿

岡
、
通
論
、
專
薯
、
詩
文
、
盤
姐
の
諸
子
あ
り
、
侮
年
一
『
六
、

　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

九
、
十
二
月
に
刊
行
す
、
本
號
牧
む
る
班
は
挿
圖
に
煽
散
氏
盤
原
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

拓
本
、
鯛
王
輔
車
辮
拓
本
、
樋
論
に
歯
偏
古
書
之
指
趣
（
陳
鐘
凡

譜
）
、
秦
漢
経
師
之
方
士
化
（
陳
鐘
凡
鱈
）
、
周
忌
文
史
漸
増
途
及

丈
墨
之
派
別
（
顧
實
君
）
秦
鼻
許
書
校
書
爾
大
穂
李
議
（
顧
…
實
震
）
、

ヘ
　
へ

專
著
に
西
葉
叢
官
師
説
故
（
劉
師
培
君
潅
署
）
、
詩
経
毛
傳
改
宇
繹

例
（
大
鐘
凡
鱈
）
、
灘
縄
繹
服
（
陳
延
傑
出
）
、
老
子
滋
徳
単
解
話
（
順

儲
君
）
、
楚
僻
絞
補
（
易
培
基
需
）
、
明
儒
（
清
夏
凡
君
）
，
中
学
修
僻

…
學
史
略
（
胡
光
聖
君
）
、
面
子
生
長
年
月
及
流
立
地
孜
（
萢
希
曾
君
）

論
楚
人
落
文
…
學
（
王
曾
暴
君
）
、
古
重
文
孜
（
将
帥
培
君
遣
著
）
等
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
盤
　
　
一
五
五
　
（
一
五
五
）



　
　
第
九
懇
　
　
紹
　
　
　
介

り
。
該
會
は
一
昨
年
暑
中
休
暇
後
に
組
織
せ
ら
れ
一
＋
月
三
日
に

嚢
會
式
を
融
け
、
十
月
二
十
日
以
後
は
盛
ん
、
ご
侮
週
講
演
會
を
開

催
し
つ
・
あ
り
，
本
誌
贋
掲
の
諸
論
交
は
多
く
講
演
の
草
稿
に
猷

づ
。
陳
鋳
凡
、
顧
實
、
柳
齢
徴
の
諸
慰
顧
問
に
任
じ
李
萬
育
（
経

町
部
）
、
呉
紹
螢
（
小
乱
部
）
，
李
競
芳
（
史
都
部
）
、
黎
群
鐸
（
諸
子

財
部
）
，
呉
江
冷
（
詩
文
塵
部
4
の
諸
君
各
部
の
幹
事
に
任
じ
、
圃

學
季
刊
－
こ
共
に
支
那
続
航
稀
に
見
る
、
組
織
的
墨
術
雑
誌
な
り
、

筒
も
支
那
墨
東
洋
史
に
志
す
者
は
必
ず
一
直
す
べ
膏
も
の
な
ら
む

國
學
研
究
會
編
纂
、
商
務
所
書
一
代
魯
、
杢
年
四
期
一
元
二
角
。

　
　
⑳
國
學
叢
刊
第
一
谷
第
二
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
昨
年
八
月
の
刊
行
に
係
る
、
翼
の
口
を
次
て
参
列
す
挿
圃
、
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

餓描

¥
敦
、
敦
柏
些
†
佛
蹴
厭
、
　
漏
泄
込
醐
山
聴
路
出
藍
勲
…
及
難
論
（
顧
跳
静
和
）
、
十
口

代
圓
績
文
字
之
異
岡
及
其
分
合
（
陳
鐘
凡
）
、
文
字
與
語
言
之
關
係

（
嚴
慧
文
君
）
、
造
字
原
本
語
言
繹
例
及
蛇
毒
考
（
顧
實
需
）
、
金
石

骨
甲
丈
墨
及
文
字
形
艦
の
糞
明
（
趙
華
墨
君
）
清
儒
治
丈
字
學
之
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

瑚
及
其
方
渋
謀
略
（
陳
旦
粛
㌦
、
專
著
龍
門
上
之
古
代
説
會
槻
（
張

世
隷
君
）
、
從
韻
字
學
上
所
見
初
民
之
習
性
（
陳
鐘
凡
）
、
中
國
文
宇

學
上
之
原
始
宗
教
孜
（
陣
鐘
凡
慕
）
、
文
字
學
上
之
中
腎
人
種
起
原

　
　
　
　
　
　
　
晒
ゆ
　
一
　
舳
耽
　
　
　
一
五
山
ハ
　
（
一
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
し

孜
（
陳
鐘
早
食
）
、
華
夏
孜
原
（
顧
實
君
）
、
繹
員
（
李
春
泥
）
、
小
學

　
　
ヘ
　
ヘ

ヘ
　
へ

研
究
叢
録
、
繹
＝
二
（
田
少
林
）
、
灘
王
（
李
馬
飼
）
、
霧
士
（
果
念

萱
君
）
、
繹
干
陳
旦
誰
）
、
繹
豊
（
曹
松
葉
鱈
）
、
等
十
五
篇
あ
り
、

　
　
麟
國
學
叢
刊
第
一
憲
第
三
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
昨
年
九
月
の
刊
に
係
る
．
、
毛
書
洛
陽
新
愚
見
魏
正
始
三
罷
石
縄

　
　
　
ヘ
　
　
へ

拓
片
、
通
論
南
北
戯
曲
概
言
（
呉
梅
需
）
、
周
代
南
北
文
學
之
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
陳
鐘
凡
君
）
等
七
篇
、
謀
議
、
暑
律
謬
論
（
喬
棟
君
）
、
鐸
藝
（
顧

震
褐
需
）
、
等
五
欝
、
其
の
他
は
歯
噛
的
作
物
慨
嘆
し
。

　
　
弓
隠
　
國
書
巻
笙
期

　
本
誌
蚊
上
海
饗
根
路
禍
星
里
の
翠
蔓
月
刊
羅
の
嚢
行
に
係
り
、

支
那
學
術
を
甑
明
し
、
國
光
を
嚢
揚
す
る
を
目
的
、
こ
す
、
其
の
圭

筆
章
燭
麟
嚢
の
獲
刊
跡
に
曰
く

　
輪
近
世
観
已
醸
。
面
人
心
之
徹
誌
。
學
術
之
陵
替
り
尤
莫
甚
於

　
A
－
H
。
規
｛
木
粥
斑
憂
欝
。
轍
隣
爲
山
十
七
。
生
民
塗
．
炭
。
亦
禰
し
甘
匹
A
矢

　
…
…
自
昌
筆
頭
。
用
則
見
於
行
事
。
不
用
則
署
之
竹
素
。
難
或

　
精
鵜
不
同
。
淺
深
殊
量
。
而
要
皆
一
時
之
好
。
其
薫
風
餓
烈
。

　
足
桶
漁
燈
百
世
。
傅
之
無
窮
。
故
富
盛
莫
隆
於
脱
澗
。
與
其
國

　
勢
之
敵
。
若
相
反
。
黒
地
不
猟
。
無
位
者
。
牽
構
不
知
學
。
荷



　
唱
題
説
。
則
振
舞
爲
迂
回
而
馬
鐸
。
墨
者
退
塵
子
野
。
能
塙
然

　
不
抜
。
自
藻
黒
子
者
。
三
叉
維
鮮
。
大
堺
「
稗
販
泰
西
。
忘
其
所

　
自
。
云
々

ざ
、
こ
れ
が
反
動
的
に
國
學
を
鼓
吹
す
る
同
巧
の
墾
に
韻
つ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

知
る
べ
し
、
第
剛
期
は
昨
年
九
月
の
刊
行
に
係
り
勲
章
、
通
論
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

學
術
、
文
苑
、
小
説
、
難
著
、
記
事
、
通
訊
等
の
各
項
に
介
類
し

ヘ
　
　
へ

岡
識
に
新
出
三
洋
石
経
拓
本
、
楊
子
鶴
識
牛
冊
、
陶
醤
如
風
緊
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

鴉
撃
墜
圓
扇
両
、
莫
待
秋
嬬
赴
圖
立
幅
、
通
論
に
國
學
通
論
（
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

世
揚
君
）
、
文
墨
漁
業
（
同
君
）
、
墨
禰
に
新
青
磁
…
鰹
石
経
孜
（
章
燭

麟
君
）
、
灘
皇
（
離
塁
寳
君
）
、
昔
略
（
黄
侃
荘
）
、
詞
雷
漸
漸
（
鐘
飲

君
）
、
法
書
懸
垂
別
録
（
注
束
緒
）
、
等
見
る
。
へ
き
も
の
あ
り
、
薬
國

月
刊
計
奉
行
、
全
年
十
二
冊
郵
税
共
五
元
五
角

　
　
駒
華
　
國
建
武
第
二
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
昨
年
十
月
の
登
行
に
係
る
。
昇
平
に
清
湘
老
人
艘
奇
闘
幅
、
暢

子
鶴
諜
牛
冊
、
陣
師
曾
則
水
扇
面
、
黄
濱
虹
山
水
立
様
、
古
印
集

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

拓
、
あ
り
、
麺
論
に
新
文
學
商
模
、
学
術
に
新
講
三
罷
石
経
孜
（
章

蛎
麟
君
）
、
野
業
魚
虞
模
古
讃
考
（
面
罵
實
需
）
、
調
言
置
霧
（
鐘
歓

君
）
、
澗
禮
政
詮
（
但
細
君
）
、
羅
素
量
九
州
九
籔
説
文
（
江
東
君
）
、

　
　
　
第
九
谷
　
　
紹
　
　
　
下

心
叢
畢
（
涯
置
碁
君
）
等
あ
り
、
國
學
議
刊
の
純
戦
術
的
論
文
の
豊

富
な
る
に
は
若
か
す
一
こ
難
も
、
爾
ほ
｝
讃
の
彼
心
無
し
ミ
せ
す
。

〔
以
上
那
波
〕

　
　
醗
鞍
遭
論
理
蝦
考
古
學
研
究
報
告
　
第
八
辮

　
京
郡
帝
國
大
県
考
古
溺
敏
叢
誌
版
の
岡
學
研
究
報
告
の
第
八
冊

ε
し
て
最
近
印
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
牧
む
る
慮
濱
肥
教
授
、
梅

原
囑
托
合
著
の
「
近
江
國
高
島
郡
水
尾
村
の
古
墳
」
の
一
編
に
し
て

本
年
四
月
考
古
暴
敏
室
の
事
業
℃
こ
し
て
徹
底
的
調
査
を
行
へ
る
同

古
墳
に
署
す
る
一
切
の
研
究
を
録
せ
り
。
本
文
百
頁
は
記
蓮
ミ
考

謹
の
二
型
に
分
れ
て
、
前
者
は
先
づ
古
壇
の
位
置
ざ
外
罷
の
現
歌

に
筆
を
起
し
、
内
部
の
主
調
を
な
す
石
室
石
棺
よ
り
、
嚢
見
の
費

冠
、
沓
、
耳
飾
、
魚
侃
、
環
頭
太
刀
、
鹿
角
製
推
太
刀
、
岡
刀
子

其
他
の
興
味
あ
る
副
葬
晶
に
趣
い
て
豊
富
な
る
團
版
ミ
挿
圃
を
加

へ
て
精
査
に
記
載
を
な
せ
る
も
の
、
第
こ
の
甘
干
編
は
右
の
記
述

に
依
り
明
に
せ
ら
れ
た
る
事
實
に
基
き
考
古
盤
上
の
考
察
を
試
み

た
る
に
も
の
し
て
、
古
墳
の
外
形
の
復
原
、
石
室
ミ
石
棺
、
副
葬

晶
の
埋
没
歌
態
、
金
製
葺
飾
、
金
銅
製
装
身
器
、
環
頭
太
刀
、
鹿

角
製
雄
の
太
刀
刀
子
等
に
分
ち
て
論
臆
す
る
慮
あ
り
、
結
論
ミ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
五
七
　
（
一
五
七
）


